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汎用インバータの高調波抑制対策について 
 

平素より、当社汎用インバータをご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 

2004年１月に汎用インバータに対する電源高調波抑制に関するガイドラインが｢高圧または特別高圧で

受電する需要家の高調波抑制対策ガイドライン｣に統一されました。これにより、このガイドラインの適用

対象になる需要家殿は使用するインバータ全てに対してガイドラインに基づいて高調波電流の計算を行い、

契約電力で決められた限度値以内にするための対策が必要になります。 

なお、上記ガイドラインの適用対象外のユーザ殿におきましても従来通り直流リアクトル・交流リアク

トルを接続してください。 

 

記 

１．汎用インバータの対応容量   

1.1 高圧または特別高圧で受電する需要家の高調波抑制対策ガイドラインへの対応 

入力電源 対応容量 対策 

単相 100V 

単相 200V 

三相 200V 

三相 400V 

全容量 

1994 年 9 月に通産省（現経済産業省）の公示した｢高圧または特別高圧で受

電する需要家の高調波抑制対策ガイドライン｣に基づいて判定を行い、対策

が必要な場合は適宜対策を行ってください。電源高調波の算出方法について

は次に示す資料を参考にしてください。 

参考資料 

・｢汎用インバータの高調波抑制対策について｣ 

  2004 年 1 月 JEMA （社）日本電機工業会 

・｢特定需要家における汎用インバータの高調波電流計算方法｣ 

  JEM-TR201（平成 15 年 12 月改定）：（社）日本電機工業会 

 

1.2 特定需要家以外を対象とした汎用インバータ(入力電流20A以下)の高調波抑制指針への対応 

入力電源 対応容量 対策 

単相 100V 0.75kW 以下 

単相 200V 2.2kW 以下 

三相 200V 3.7kW 以下 

高調波電流によるトラブルを避けるために、カタログ及び取扱説明書で推奨

する、交流リアクトルまたは直流リアクトルを接続してください。 

参考資料 

・｢汎用インバータ(入力電流 20A 以下)の高調波抑制指針｣ 

  JEM-TR226（平成 15 年 12 月制定）：（社）日本電機工業会 

 

＜交流リアクトル・直流リアクトルの接続例＞ 
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図１．交流リアクトルの場合 図２．直流リアクトルの場合 
 



 
 

２．補足．高調波とその影響について   

2.1 高調波とは 

電力会社から供給される商用電源の正弦波を基本波と言い、この基本波の整数倍の周波数をもつ
正弦波を高調波と言います。基本波に高調波が加わった電源波形は、ひずみ波形となります（図
３参照）。機器の回路に整流回路とコンデンサを利用した平滑回路がある場合、入力電流波形が
ひずみ、高調波が発生します。  

 

 
  

図３．基本波と高調波 
 

2.2 汎用インバータの高調波発生の原理 

汎用インバータで電源側から供給された交流電流はブリッジ整流器で整流された後、コンデンサ
で平滑され、直流となってインバータ部に供給されます。この平滑コンデンサを充電するために、
交流入力電流は高調波を含んだひずみ波形となります。 
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図４．インバータの内部回路 
 

2.3 高調波の影響 

機器から発生した高調波は、電線を伝わり、他の設備や機器に次の影響を及ぼす場合があります。 
(1) 機器への高調波電流の流入による異音、振動、焼損など 
(2) 機器への高調波電圧が加わることによる誤動作など 

 

 


